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3. 寄稿：いっしょに「探見」の発見と活動を  (江戸探見家､元朝日新聞記者 森治郎) 

                 

朝日新聞社を定年退社後の 20年のうち 15年ほどを「江戸探見家」の名刺を持って世間を渡っ

ている。 

 

「探見」とはどんなことを意味するのか。私が

編集発行人を努めている月刊メールマガジン

『探見』の題字の横に「ゆっくり歩いて、見て、

聞いて、（許されれば）触れて、読んで、知る。

そしてそのことを楽しむ」ことである、と記し

てある。その「定義」に行き着くまでに７、８

年の時間がかかった。 

 

ことのはじまりは、2006 年秋に朝日新聞都心部

読者を対象にしたコミュニティ紙に「大江戸探

見」という連載を書いたことにある。 

 

朝日新聞社を定年退職後担当していた早稲田

大学での授業も終わりかけたころ、それまで趣

味として読んだり歩いたりしていた「江戸」を

少し深掘りしてみようということで朝日新聞

社での後輩だったそのコミュニティ紙の編集

長に「書かせてほしい」と言ったのか、「書いて

ほしい」と頼まれたのか、とにかく始まった。タイトルはその連載にあたってひねり出したも

の。ついでに数カ月後には「早稲田大学客員教授」という肩書がなくなる（し、それでは硬す

ぎる）ので、「江戸探見家」を名乗ることにした。 

 

「探見」は、私オリジナルのものではない。いくつかの書名に使われていた。何よりも朝日の

先輩が『東京探見』という本を出していた。その先輩の“許し”を得ての名乗りだった。ウィ

キペディアで検索したところ、「探見家」はほかにいなかった。 

 

「探見」が少し進化したのは、連載が縁になって朝日カルチャーセンターから同趣旨の野外講

座を頼まれたことからだった。街歩き講座であることがすぐわかるように「大江戸まち探見」

とした。2010 年 7月のことだった。そのときの受講者募集のチラシにこう書いた。 

「江戸はもちろん明治大正も、そして昭和の風景さえ遠くなったといわれます。しかし、都心

には江戸の町で育まれた文化、築かれた建物、道路、庭などが時の流れと災害、破壊の大波に
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耐え、いたるところで生き続けています。ゆっくり歩いて、じっくり見て、ちょっぴり想像力

を働かせれば懐かしい風景が浮かんできます」 ここで「探見」の意味が少し深くなった。 

そして半年後、その講座のことを知った 15歳上の先輩から「メールマガジンを作って、探見コ

ンセプトを広げようよ」と声がかかった。その先輩は定年退社後、アメニティ（快適生活環境）・

江戸文化研究家として何冊もの本を出しており、私など足元にも及ばない探見家だった。 

 

2011 年 4 月、『探見』を創刊した。それにあたって 2 人で考えたのが、題字横の「探見」の定

義である。これで「探って見る」だけのものにかなりの明確な内容と手法を加えることができ

たように思う。ただし、最初は「ひたすら歩いて」だ

ったが、５年ほどして「ゆっくり」に変えた。「無理

しないことがなにより大事」。２人の加齢によるもの

と思いたくないが、とにかくそこへ行き着いた。 

それがよかったのか、ツアーの参加者は盛況で、その報酬がメールマガジン発行の費用を支え

てくれた（「自由な誌面づくりとより多く読んでいただく」ため、原稿料などの費用はすべて自

腹としていた）。ところが 2年半前に先輩は 91歳の 4日前に熱中症から肺炎を併発し亡くなっ

た。そして今年 9月、朝日カルチャーセンターの野外講座のうち定期的なものは、コロナ禍な

どの影響ですべて休止になった。「大江戸まち探見」も 120 回、延べ 2000 人の参加で終了した。

私は「探見」活動の二人三脚の相手とたくさんの同行者を失ってしまったわけである。 

 

しかし、まだたくさんの仲間がいる。メールマガジン『探見』発行に協力していただいている

幹事と読者である。幹事は 10人。読者はまもなく 1000 人。ぜひ、このメール読者の皆さんに

も作り手あるいは読者の列に加わっていただきたい。きっとさまざまな活動への「ヒント」と

「エネルギー」を得ていただけると思うからである。そして「探見」に新しい意味と活動を加

えて、元気をなくしているこの国の再生に役立てたいものと考えている。  


